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ごあいさつ�
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　株主の皆様には、ますますご清祥のことと心からお喜び申しあげます。�

　平素は格別のご支援を賜り、有り難く厚くお礼申しあげます。�

　さて、第95期中間事業報告書をお届けするにあたりまして、一言ご

あいさつ申しあげます。�

　当中間期のわが国経済は、企業収益の改善による設備投資の増

加に牽引され、全体としては緩やかながらも景気回復の様相を示しま

したが、産業界においては業況の二極化が進み、雇用情勢の厳しさ

から個人消費の本格的な回復には至りませんでした。�

　当社グループの属する業界におきましては、原油価格の高騰に起

因して原材料コストが上昇するなか、縮小傾向にある国内市場での

競争が激化する厳しい状況が続きました。�

　このような状況のもと、当社グループは国内外の販売・生産機能を有

機的に結合させ、製販一体による効率的経営の推進により顧客ニー

ズへの迅速な対応を図りました。また、新商品の開発や新規市場の開

拓を積極的に推し進め、事業基盤の強化に努めました。�

　当中間期におきましては、素材・テキスタイルおよび化成品事業の苦

戦により、連結売上高は16億7千8百万円減収の313億1千6百万円と

なり、営業利益においても原材料価格の上昇等の影響を受けて、2億4

千3百万円減益の5億6千3百万円となりました。経常利益では持分法

適用会社の収益向上や支払利息の減少等により7億8千6百万円とな

りましたが、特別利益として固定資産売却益を計上する一方で、特別

損失として事業構造改革費用や減損損失等を計上しましたので、中

間純利益は3千1百万円減益の3億5千7百万円となりました。�

　なお、当中間期における単独決算につきましては、売上高184億6千

6百万円、経常利益6億2千4百万円、中間純利益4億円となりました。�

　さて、今後の見通しにつきましては、マクロ経済レベルでの需給ギャ

ップは依然としてデフレ環境にあり、高騰する原油価格や米国・中国の

景気動向等が懸念されます。�

　当業界におきましても、原材料コストの上昇や安価な海外製品の流

入による製品価格の下落が続き、厳しい事業環境が続くものと予想さ

れます。�

　このような状況に鑑みまして、株主の皆様には誠に申し訳ない次第

ではありますが、中間配当につきましては見送らせていただきましたので、

なにとぞ事情ご賢察のうえ、格別のご理解を賜りますようお願い申しあ

げます。�

　このような現状にあって、当社グループといたしましては、衣料品・生

活資材事業では、国内外の最適地生産機能により、素材からの商品

開発と一貫生産管理の優位性を活かし、グローバルなかたちで積極

的な素材提案を進めてまいります。さらに、かゆみ鎮静化繊維では製

品化に向けた取り組みを引き続き進めるとともに、そのベースとなった

消臭繊維「デオメタフィ」のアレルゲン吸着・分解機能を活用して、各方

面への商品展開の幅を広げてまいります。ライセンスビジネスでは、既

存ブランドにおけるライセンシーの拡大を図りながら、来春を目途に新し

いライセンスブランドの立ち上げを目指します。�

　化合繊・機能資材事業では、化合繊部門において、原材料高騰へ

の対応を進めるとともに、アスベスト代替素材をはじめとする環境素材

としての利点と一貫生産の強みにより、事業領域の拡大に取り組んで

まいります。機能資材部門においては、好調な家電分野への顧客対

応力を強化し、独自技術の優位性を基盤に環境分野をはじめ各方面

での商品展開に注力してまいります。カンバス部門では、海外工場との

連携を軸に既存のドライヤーカンバスの国内シェアアップとアジア市場

への拡販に注力するとともに、フォーミングワイヤー分野においては、顧

客の信頼を得るよう品質面・対応力の強化により、綿密なる事業展開

を図ってまいります。�

 さらに、当社は本年６月２９日開催の定時株主総会でご承認いただきま

したとおり、平成１８年１月１日を期日として、全事業部門をそれぞれの事

業会社に分割承継し、当社を純粋持株会社としたグループ経営体制

に移行いたします。�

　各事業会社におきましては、開発から製造・販売までの製販一体に

よる事業運営のもとに、自己責任経営の実践と迅速な意思決定により

機動性を発揮して事業競争力の強化を図り、顧客満足度の高い製品・

サービスの提供に努めてまいります。�

　どうか株主の皆様には引き続き倍旧のご支援とご理解を賜りますよ

うお願い申しあげます。�
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取締役社長�
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■連結売上高�

（億円）�

800�

600�

400�

200�

0
中間／通期�

92期�
中間／通期�

93期�
中間／通期�

94期�
中間�

95期�

361

703

316

637

329 313

667

■連結経常利益�

（億円）�
25�

20�

15�

10�

5�

0
中間／通期�

92期�
中間／通期�

93期�
中間／通期�

94期�
中間�

95期�

9

22

6

20

7 7

23

■総資産額�

（億円）�

1200�

1000�

800�

600�

400�

200�

0
中間／通期�

92期�
中間／通期�

93期�
中間／通期�

94期�
中間�

95期�

947 907 902 885 869 871875

■一株当たり純資産�

（円）�
215�
210�
205�
200�
195�
190�
185�
180

中間／通期�

92期�
中間／通期�

93期�
中間／通期�

94期�
中間�

95期�

191.02 191.54

199.58

205.02

201.30

217.24

212.30

■連結当期純利益�

（億円）�

20�

15�

10�

5�

0
中間／通期�

92期�
中間／通期�

93期�
中間／通期�
94期�

中間�

95期�

0.8 2 1

11

3 3

18

■株主資本�

（億円）�

350�

300�

250�

200�

150�

100�

0
中間／通期�

92期�
中間／通期�

93期�
中間／通期�

94期�
中間�

95期�

248 249 259
279 274

296289

１．業績等の推移�

２．推移グラフ�

３１,３１６�

７８６�

３５７�

２９,６２７�

８７,１６２�

２１７.２４�

－�

２９�

９�

６６,７４８�

２,３４０�

 １,８１８�

３２,９９４�

７５６�

３８９�

６３,７６５�

２,０３３�

 １,１６０�

３１,６３４�

６２０�

１２１�

�２８,９７９�

８７,５９９�

２７,４６２�

８６,９０３�

２７,９７１�

８８,５９８�

２５,９９９�

９０,２３７�

２１２.３０�

３.００�

２０１.３０�

－�

２０５.０２�

３.００�

１９９.５８�

－�

�２９�

１０�

２８�

１０�

２７�

１２�

２７�

１２�

９３期�

�

９４期�

�

９５期�

�
（平成１６年３月期）� （平成１７年３月期）� （平成１８年３月期）�
中間期� 通　期� 中間期� 通　期� 中間期�

連 結 売 上 高 �

連 結 経 常 利 益 �

連結当期（中間）純利益�

（百万円）�

（百万円）�

（百万円）�

株 主 資 本 �

総 資 産 額 �

（百万円）�

（百万円）�

１株当たり純資産�

１株当たり配当額�

連 結 子 法 人 等 の 数 �

持 分 法 適 用 会 社 数 �

（円）�

（円）�



セグメント別の営業概況�
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37.5%
13.4%

49.1%

　製品部門では、衣料品の販売量が伸び悩み前年並みの売上にとどまりま
したが、新素材・自家開発原糸の採用や新ブランド・新規企画への参画によ
り増益となりました。�
　素材・テキスタイル部門では、海外品の品質向上により製品輸入が一段と
増加し、国内では紡績糸・テキスタイルとも需要不振が顕著となりました。
海外紡績事業は健闘しましたが、部門全体としては減収減益となりました。�
　以上の結果、当事業の売上高は119億3千1百万円（前年同期比7.9％減）
となり、営業利益は2億1千1百万円（前年同期比7.0％増）となりました。�

衣料品・生活資材事業�

　化合繊部門のうち、合繊分野では、不織布が低価格の輸入品の影響によ
り苦戦しましたが、産業資材用途が堅調に推移したため、全体としてはほぼ
前期並みの売上となりました。しかし利益面では、原燃料価格の高騰により
減益となりました。レーヨン分野においては、高付加価値商品への転換を図
りましたが、製紙用途の落ち込みと燃料価格の高騰により減収減益となりま
した。�
　機能資材部門では、製紙用ドライヤーカンバス分野は、顧客サービスの強
化により販路拡大に努めましたが、製品寿命の伸長と輸入品の増加により、
減収減益となりました。機能製品分野においては、資材織物関連は合繊帆
布が昨年の台風特需の反動により販売量は減少しましたが、機能製品関連
はカートリッジフィルターが売上を伸ばし、増収となりました。�
　以上の結果、当事業の売上高は156億5千8百万円（前年同期比1.0％増）
となり、営業利益は2億8千8百万円（前年同期比50.7％減）となりました。�

化合繊・機能資材事業�
当中間期のセグメント別の概況�

　ゴム部門では、工業用スポンジは自動車用途で堅調となりましたが、土木・
家電およびレジャー用途が需要不振により落ち込んだため減収減益となり
ました。�
　化成品部門では、携帯電話関連は堅調に推移しましたが、家庭用ゲーム
機の海外生産移転による販売不振の影響を受け減収となりました。�
　エンジニアリング部門では、民間部門の受注回復を受け、収益状況が改
善しました。�
　以上の結果、当事業の売上高は42億6千8百万円（前年同期比14.5％減）
となり、営業利益は6千3百万円（前年同期比169.4％増）となりました。

その他事業�

各事業セグメントの売上高には、事業収益の測定のため�
セグメント間の内部売上高を含めております。�
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注）当中間期から，セグメント区分において従来の「化成品・ゴム事業」を「その他事業」�
　　に合算して表示しております。�



中間連結財務諸表�
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�

科　　目� 当中間期（95期）� 前中間期（94期）� 前期（94期）� 科　　目� 当中間期（95期）� 前中間期（94期）� 前期（94期）�

科　　目� 当中間期（95期）�前中間期（94期）� 前期（94期）� 当中間期（95期）� 前中間期（94期）� 前期（94期）�科　　目�

（　資　産　の　部　）�

流　動　資　産�

現 金 及 び 預 金 �

受取手形及び売掛金�

棚 卸 資 産 �

そ の 他 �

貸 倒 引 当 金 �

固　定　資　産�

有形固定資産�

建 物 及 び 構 築 物 �

機械装置及び運搬具�

土  地�

そ の 他 �

無形固定資産�

投資その他の資産�

投 資 有 価 証 券 �

そ の 他 �

貸 倒 引 当 金 �

繰　延　資　産�

（８７,１６２）�
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 １５,９４９�
４,６６３�

△ ４５０�

４８�

８７,１６２�

（８６,９０３）�
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売 上 高 �

営　業　費　用�

売 上 原 価 �
販売費及び一般管理費�

営　業　利　益�

営 業 外 収 益 �
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（うち事業構造改革費用）�
（ うち 減 損 損 失 ）�

税金等調整前中間（当期）純利益�
法人税、住民税及び事業税�
法 人 税 等 調 整 額 �
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（　負　債　の　部　）�
流　動　負　債�

支払手形及び買掛金�
短 期 借 入 金 �
一 年 以 内 償 還 社 債 �
そ の 他 �

固　定　負　債�
社 債 �
長 期 借 入 金 �
退 職 給 付 引 当 金 �
事業構造改革引当金�
預 り 保 証 金 �
再評価に係る繰延税金負債�
そ の 他 �

（少数株主持分）�
少数株主持分�

（　資　本　の　部　）�
資 本 金 �
資 本 剰 余 金 �
利 益 剰 余 金 �
土地再評価差額金�
その他有価証券評価差額金�
為替換算調整勘定�
自 己 株 式 �

（５６,９０１）�
２９,０７２�
１２,８３３�
９,６１２�
２,６００�
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２７,８２９�
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８１２�

 １９,１６６�

 １４,６１１�
４,９８２�

△ ４２７�

５４�

８７,５９９�

３２,９９４�
３２,９９４�
３２,１８８�

２６,４５６�

５,７３２�
８０６�

４４８�
４９７�
７５６�
－�

（－）�
（－）�
－�
（－）�
（－）�
（－）�
７５６�

１６１�
１６９�
３５�
３８９�

（５８,０３４）�
３２,３４４�
１２,９７７�
１２,２０９�
３,６００�
３,５５７�
２５,６８９�
５,２５０�
８,２７５�
３,２８６�
３０２�
４,０６８�
３,２７３�
１,２３２�
（５８６）�
５８６�

（２８,９７９）�
１８,１８１�
７４１�
７,１１８�
４,７８９�
９４０�

△ ２,７７０�
△ ２１�

８７,５９９�

（５８,８７８）�
３３,１１２�
１３,０２８�
１４,２００�
２,２００�
３,６８４�
２５,７６５�
７,６００�
５,５１９�
３,３６５�
３０２�
４,１２９�
３,２７３�
１,５７４�
（５６２）�
５６２�

（２７,４６２）�
１８,１８１�
７４１�
５,６９０�
４,７８９�
８９３�

△ ２,８１５�
△ １９�

８６,９０３�負債、少数株主持分及び資本合計�

中 間（ 当 期 ）純 利 益 �

２,０８１�

△ ８２５�

△ ２,００９�

△ １８�

△ ７７２�

４,５５５�

４２�

３,８２６�

３,７０４�

△ ３,０６１�

△ ２,１７７�

△  ２５�

△ １,５６０�

４,５５５�

４２�

３,０３８�

１,０７５�

△ ２３８�

△ １,２１５�

３０�

△ ３４８�

３,０３８�

－�

２,６８９�

中間連結貸借対照表の要旨�

中間連結損益計算書の要旨� 中間連結キャッシュ・フロー計算書の要旨�

（平成１７年９月３０日現在）� （単位：百万円）�

（単位：百万円）�（平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで）�

資　　産　　合　　計�

（単位：百万円）�（平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで）�

営業活動によるキャッシュ・フロー�

投資活動によるキャッシュ・フロー�

財務活動によるキャッシュ・フロー�

現金及び現金同等物に係る換算差額�

現金及び現金同等物の増減額�

現金及び現金同等物の期首残高�

新規連結に伴う現金同等物の増加額�

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高�



中間財務諸表（単独）�
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�

科　　目� 当中間期（95期）� 前中間期（94期）� 前期（94期）� 科　　目� 当中間期（95期）� 前中間期（94期）� 前期（94期）�

科　　目� 当中間期（95期）�前中間期（94期）� 前期（94期）�

（　資　産　の　部　）�
流　動　資　産�

現 金 及 び 預 金 �
受取手形及び売掛金�
棚 卸 資 産 �
繰 延 税 金 資 産 �
そ の 他 �
貸 倒 引 当 金 �

固　定　資　産�
有形固定資産�
建 物 �
土 地 �
そ の 他 �
無形固定資産�
投資その他の資産�
投 資 有 価 証 券 �
関係会社株式・出資金�
長 期 貸 付 金 �
繰 延 税 金 資 産 �
そ の 他 �
貸 倒 引 当 金 �

繰　延　資　産�

（７７,８５１）�
１７,８３６�
１,３８６�
９,４９３�
４,４８８�
４９２�
２,０５９�
△ ８５�

５９,９６６�
２１,９５３�
３,２４８�
１６,０５９�
２,６４５�
３０�

３７,９８２�
３,８８６�
１５,０６１�
１５,０７６�
３,３０２�
１,０８７�
△ ４３０�
４８�

７７,８５１�

（７８,１７４）�
１９,６１５�
２,２２６�
１０,５２０�
４,２０２�
９００�
１,９００�
△ １３５�
５８,４８４�
２２,０６５�
３,２２２�
１６,０７４�
２,７６８�
３２�

３６,３８７�
３,２４９�
１３,５０７�
１５,５０２�
３,５２６�
９５６�
△ ３５５�
７３�

７８,１７４�

営　業　収　益�
売 上 高 �

営　業　費　用�
売 上 原 価 �
販売費及び一般管理費�

営　業　利　益�
営 業 外 収 益 �
営 業 外 費 用�

経　常　利　益�

特　別　利　益�
（うち投資有価証券売却益）�

特　別　損　失�
（うち投資有価証券等評価損）�
（うち関係会社事業損失引当金繰入額）�
（うち 減 損 損 失 ）�

税引前中間（当期）純利益�
法人税、住民税及び事業税�
法 人 税 等 調 整 額 �
中 間（ 当 期 ）純 利 益 �

前 期 繰 越 利 益 �

土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額 �

１８,４６６�
１８,４６６�
１８,２５５�
１５,７６９�
２,４８５�
２１１�
７４３�
３２９�
６２４�

３６３�
（－）�

４７６�
（４４５）�
（－）�
（１５）�
５１１�
△ ８１�
１９３�

４００�

２８９�

９�

６９８�

１９,５５２�
１９,５５２�
１９,３３８�
１６,８０７�
２,５３０�
２１４�
２９４�
３２３�
１８５�

－�
（－）�

２９�
（２９）�
（－）�
（－）�
１５５�
△ １１０�
１８０�

８５�

６１４�

－�

６９９�

３９,５４８�
３９,５４８�
３８,９２８�
３３,８６２�
５,０６６�
６２０�
５６６�
６３９�
５４７�

４５６�
（４５６）�

７８９�
（６９２）�
（９７）�
（－）�
２１４�

△ ２１９�
３０８�

１２５�
６１４�
－�

７３９�

（　負　債　の　部　）�
流　動　負　債�

支 払 手 形 �
買 掛 金 �
短 期 借 入 金 �
社債（１年以内償還予定）�
未 払 費 用�
そ の 他 �

固　定　負　債�
社 債 �
長 期 借 入 金 �
預 り 保 証 金 �
再評価に係る繰延税金負債�
退 職 給 付 引 当 金 �
関係会社事業損失引当金�
そ の 他 �

（　資　本　の　部　）�
資 本 金 �
資 本 剰 余 金 �
利 益 剰 余 金 �
土地再評価差額金�
その他有価証券評価差額金�
自 己 株 式 �

（５１,４８５）�
２２,３３６�
１,７８５�
７,１３２�
９,０７１�
２,６００�
３００�
１,４４６�
２９,１４８�
５,５５０�
８,２１８�
３,７１９�
３,２６７�
１,９９１�
６,１３６�
２６５�

（２６,３６６）�
１８,１８１�
１,４３８�
８０６�
４,７８０�
１,１６９�
△ ９�

（７８,９０２）�
１９,７５９�
１,４４７�
１０,０８５�
４,２７２�
７７４�
３,２７０�
△ ９１�

５９,０９１�
２１,９６４�
３,１６３�
１６,０７４�
２,７２６�
３１�

３７,０９５�
３,０８９�
１５,３０２�
１４,５２３�
３,４９７�
１,０８８�
△ ４０５�
５１�

７８,９０２�

（５２,９３0）�
２６,２７１�
１,７８０�
７,９１０�
１１,0２８�
３,６００�
２２８�
１,７２４�
２６,６５８�
４,８００�
５,８７２�
３,７４９�
３,２７３�
２,１６８�
６,５０７�
２８７�

（２５,９７２）�
１８,１８１�
１,４３８�
８０６�
４,７８９�
７６３�
△ ７�

（５２,２８0）�
２５,６２６�
２,０１３�
７,４８２�
１２,６４７�
２,２００�
２６４�
１,０１８�
２６,６５３�
７,１５０�
２,８３５�
３,７９７�
３,２７３�
２,２７５�
７,０５３�
２６８�

（２５,８９４）�
１８,１８１�
１,４３８�
７６６�
４,７８９�
７２３�
△ ５�

資　　産　　合　　計� 負 債 及 び 資 本 合 計 � ７８,１７４�７７,８５１� ７８,９０２�

中間貸借対照表の要旨�

中間損益計算書の要旨�

（平成１７年９月３０日現在）� （単位：百万円）�

（単位：百万円）�（平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで）�

中 間（ 当 期 ）未 処 分 利 益 �
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海外事業�

ダイワ・ド・ブラジル社�
創立30周年記念式典を開催 

開発原材部�

「プルミエール・ヴィジョン」�
テキスタイル展に出展 

所属プロ�

岡本綾子プロ�
世界ゴルフ殿堂入り果たす 

　当社グループの海外事業会社であるダイワ・ド・ブラジル社は、

本年で創立30周年を迎え、本社工場のあるウベランディア市の

催事場で記念式典を執り行いました。�

　同社は、ブラジル・サンパウロ市から北へ約600㎞に位置する、

ミナスジェライス州第3の都市ウベランディア市において、

1975年3月に操業を開始しました。リング精紡機28,560錘、

空気精紡機7,200錘の設備を擁し、主にニット用綿糸を生産し

ております。�

　同社は、ブラジル経

済の好調を背景に業績

を伸ばしており、グル

ープの衣料品・生活資

材事業および海外事業

において、重要な役割

を果たしております。 

　当社は、9月20日から23日までフランス・パリで開催された

世界的なテキスタイル展示会であるプルミエール・ヴィジョン（06/07

秋冬展）に初出展いたしました。�

　ファッションの都、パリで年2回開催されるこの展示会は、世界

でもっとも権威のあるテキスタイルの見本市として知られていま

す。近年、ヨーロッパ以外の供給者に対しても門戸が開かれ、厳

格な審査ののち、日本の紡績会社としては初めての出展となりま

した。�

　当社ブースでは、超高密度織物「ベンタイル」などのジャケット・

コート地、毛羽の少ない空紡糸「エアコンパクト」によるボトム地

など、当社の独自技術を活用した

素材が来場者の関心を集め、たい

へん好評を得ました。�

　同展への出展を機に、海外の市

場に対しても、さらなるプレゼン

テーションによって、積極的な事

業展開に努めてまいります。 

　当社所属の岡本綾子プロは、このたび世界殿堂入りを果たし、

11月14日米国フロリダ州セント・オーガスティンにある世界ゴ

ルフ殿堂にて、記念式典が行われました。�

　世界ゴルフ殿堂入りとは、偉大な功績を残した選手、ゴルフの

発展に貢献した人物に対して、その功績を称えるために創設され

た組織で、岡本プロは国際投票部門の女子としては初めての受

賞という快挙をなし遂げました。また、日本人としては二人目と

なります。�

　岡本プロは、昭和45年3月に当社福

井工場へ入社し、昭和46年に第26回

和歌山国体で当社ソフトボールチーム

の投手として出場し、初優勝を果たし

ました。その後ゴルフを始め、昭和50

年にプロ入りし、同年美津濃トーナメン

トに初優勝して以来、国内および海外

にて輝かしい記録を残しました。�

　岡本プロのこれからの活躍に応援を

お願いいたします。�

�

http://www.daiwabo.co.jp

当社ホームページでは、�

会社概要、取扱商品、�

決算・投資家情報など�

の情報を幅広く提供�

いたしております。�

�
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重要なグループ会社の状況�

会　　　　社　　　　名� 資本金�
（百万円）�

議決権比率�
（％）�

主要な事業内容�

創　　　　立� 昭和１６年４月１日�

資　　本　　金� １８，１８１，６４７，３００円�

本　　　　社�
大阪市中央区久太郎町３丁目６番８号 御堂筋ダイワビル
電話（０６）６２８１－２３２５　　　（〒５４１－００５６）�

東　京　支　店�
東京都中央区日本橋人形町２丁目２６番５号 日通人形町ビル
電話（０３）４３３２－８２２０　　　（〒１０３－００１３）�

ホームページアドレス� http://www.daiwabo.co.jp

役　員�

会社の概要�

従業員の状況�

連　　　　結� ４,５８６名�

単　　　　独� ３６５名�

(注）監査役　吉本隆太郎、近江紘一、安木　健の各氏は、株式会社の監査等に�
        関する商法の特例に関する法律第１８条第１項に定める社外監査役であります。�

カンボウプラス株式会社�１，０２０� １００．０�綿・化合繊布等の染
色、樹脂防水加工�

ダイワボウレーヨン株式会社� １，２００� １００．０�スフ綿・スフ糸の製
造、販売�

ダイワボウアドバンス株式会社� ８０� １００．０�衣料品の販売�

ダイワボウポリテック株式会社� ５０� １００．０�合繊綿・不織布・産
業資材の製造�

ダイワボウマテリアルズ株式会社� ５０� １００．０�紡績糸・織物の製造�

ダ イワ シ ザ イ 株 式 会 社 � ４５� １００．０�製紙用カンバス・合
繊綿・不織布の販売�

大 洋 化 成 株 式 会 社 � ４９０� １００．０�電気機器組立、レジャ
ー機器の製造、販売�

大 和 紡 観 光 株 式 会 社 � ５０� １００．０�ホテル業�

共 和 株 式 会 社 �１４８� １００．０�不動産業�

Ｐ.Ｔ. ダヤニ・ガーメント・インドネシア� ４，９２９�
百万ルピア�

５６．３�衣料品の縫製�

ＤＡＩＷＡ  ＤＯ  ＢＲＡＳＩＬ�
               ＴＥＸＴＩＬ  ＬＴＤＡ.

（出資金）�
１２，０００�
千レアル�

９０．０�綿紡績�

蘇州大和針織服装有限公司�
（出資金）�
５，４９８�
千ＵＳドル�

７６.７�衣料品の縫製�

３，３００�
千ＵＳドル�

８０.０�産業用織物の製造、
販売�

ダイワボウ情報システム株式会社�１１，０２９� ２５.０�情報処理機器・通信
機器の販売�

（注）資本金は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。�

株式会社オーエム製作所�１,６６０� ２８.５�工作機械・自動機械
の製造、販売�

Ｐ.Ｔ. ダイワボウ・インダストリアル・�
ファブリックス・インドネシア�

取締役会長�
（代表取締役）� 武 藤 治 太�

取締役社長�
（代表取締役）� 菅 野 　 肇 �

専務取締役�
（代表取締役）� 小 林 武 紀�

常務取締役� 阪 口 政 明 �

常務取締役� 長 崎 裕 美 �

取　締　役� 北 　 孝 一 �

取　締　役� 山 村 芳 郎 �

取　締　役�

取　締　役�

門 前 英 樹 �

柏 田 民 夫 �

常勤監査役� 足 立 　 裕 �

監　査　役� 吉 本 隆 太 郎 �

監　査　役�

監　査　役�

近 江 紘 一 �

安 木 　 健 �

平成１７年９月３０日現在�
�

平成１７年９月３０日現在�
�

連結子法人等は２９社、持分法適用会社は９社です。�
主な会社は以下のとおりです。�

平成１７年９月３０日現在�
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平成１７年９月３０日現在�

会社が発行する株式の総数 ２７８，８１１，０００株

発 行 済 株 式 総 数 １３６，６０５，１５８株�
（注） 上記のうち８５,７３４株を自己株式として保有しております。�

株 　 主 　 数  １７,４１５名�

大株主�

株式の分布状況�

株　　　　主　　　　名�

株主メモ�

決　　算　　期� ３月３１日�

定時株主総会� ３月３１日の翌日から３か月以内�

基　　準　　日�

日本経済新聞�
なお、貸借対照表および損益計算書は、�
当社ホームページに掲載しております。�
〈ホームページアドレス〉　�
http://www.daiwabo.co.jp/kessan/index.html�
�

公告掲載新聞�

名義書換代理人� 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社�

同事務取扱場所�

（お問い合わせ先）�

大阪市中央区伏見町３丁目６番３号（〒５４１－８５０２）�
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部�
電話（通話料無料）０１２０－０９４－７７７�
�
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　全国本支店�
野村 證 券 株 式 会 社　全国本支店�
※株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱ＵＦＪ信託銀�
　行の電話およびインターネットホームページでも２４時間承っ�
　ております。�

電話（通話料無料）　０１２０－２４４－４７９（本店証券代行部）�
　　　　　　　　　  ０１２０－６８４－４７９（大阪証券代行部）�
ホームページアドレス　http://www.tr.mufg.jp/daikou/�
�

同　取　次　所�

単元未満株式�
の 買 取 請 求 �

単元未満株式（１,０００株未満の株式）の買取請求�
を上記の名義書換代理人にて受け付けており�
ます。なお、株券等保管振替制度により株券�
を証券会社等に預託されている場合には、お�
取引の証券会社等にお申し出ください。�
�

株券失効制度�

「株券失効制度」が創設され、株券を喪失さ�
れた場合の再発行手続きがより簡便となりま�
した。詳細は名義書換代理人にご照会くださ�
い。�
�

上場証券取引所� 東京・大阪�

３月３１日�
その他必要があるときは、あらかじめ公告して�
定める日�
�

所有株式数�
（千株）�

議決権比率�
（％）�

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト �
信託銀行株式会社（信託口）� 8,413 6.22

株 式 会 社Ｕ　Ｆ　Ｊ　銀　行� 5,014 3.71

株式会社みずほコーポレート銀行� 4,086 3.02

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 � 4,000 2.96

日本興亜損害保険株式会社� 3,172 2.34

2,810 2.08

2,800 2.07

外国法人等�
71名�
12,677,563株�
（9.3％）�

その他の法人等�
297名�
11,545,253株�
（8.4％）�

個人・その他�
16,916名�

65,725,101株�
         　 （48.1％）�

金融機関・証券会社�
131名�
46,657,241株�
（34.2％）�

ステートストリートバンクアンド�
トラストカンパニー５０５０１９�

クレディエットバンクエスエイルクセンブ
ルジョワーズシリウスファンドジャパンオ
パチュニティズサブファンド�

�

�

�
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ダイワボウグループ事業系統図�

企業集団の状況�

☆大和紡観光㈱�
☆㈱赤穂国際カントリークラブ�
☆ソーラー産業㈱�
☆カンボウ企業㈱�
※ダイワボウ情報システム㈱�
※㈱オーエム製作所�
※ジャパンリネンサービス㈱�
※カンボウテキスタイル・�
   レンタル・サービス㈱�

☆共和㈱�
☆ダイワボウソフトウェア㈱�
☆大有商事㈱�
☆ダイワエンジニアリング㈱�

☆ダイワマルエス㈱�

☆江門市大洋化成有限公司�

☆大洋化成（香港）有限公司�

☆大洋化成㈱�

☆ダイワシザイ㈱�

☆ダイワボウアドバンス㈱�
☆ダイワボウプロダクツ㈱�
☆ダイワボウテックス㈱�

㈱ツインズインコーポレイテッド�

☆ダイワボウレーヨン㈱�
☆ダイワボウポリテック㈱�
☆シンジテキスタイル㈱�
☆P.T.Daiwabo Industrial�
   Fabrics Indonesia�
☆カンボウプラス㈱�
☆朝日加工㈱�
☆ケービー産業㈱�
※㈱ディプロ�
   カンボウキャンバス・�
   カッティング・サービス㈱�
  廊坊名大塑化帆布有限公司�

※P.T.Primatexco Indonesia�
※P.T.Tokai Texprint �
　Indonesia�
☆Daiwa Do Brasil �
　Textil Ltda.�
※綾部紡績㈱�
※㈱大和川染工所�

☆ダイワボウマテリアルズ㈱�
☆P.T.Dayani Garment�
   Indonesia�
☆蘇州大和針織服装有限公司�

☆益田大和ゴム㈱�
☆ディーエヌプロダクツ㈱�

得

　

意

　

先

�

大
　
和
　
紡
　
績
　
株
　
式
　
会
　
社�
そ
の
他
事
業�

化
合
繊
・
機
能
資
材
事
業�

衣
料
品
・
生
活
資
材
事
業�

製品の流れ                 据付・サービスの流れ�

☆ 連結子会社              ※ 持分法適用会社�

当社グループの事業系統図は次のとおりとなっております。�


